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【 9月の為替は今年一番の大変動、10月も続けるか否かに注目 】 
 
すでに終了している 9 月相場は、月間の変動幅が 7.50 円（152.89-160.39 円）となった。1 月の同 7.35 円
（152.10-159.45 円）を上回り、今年の月間最大変動を更新したことになる。以前から何度もレポートしてい
るように、為替市場は通常年の後半から年末にかけて徐々に動意が細っていくものだが、先の 9 月に今
年の月間最大変動を記録したということは、先々についても期待をもたらす明るい材料と言えそうだ。 
ただし、若干気になるのは、そんな 9 月でも今年の「ドル最高値（or 最安値）」を更新するのが出来なかっ
たこと。ともに惜しいレベルまで達するも、とどかなかった。足もとの 10 月は、そのあたりの動きにも十分
に注目しておきたい。 
 
◎先月惜しくもとどかなかったドル高値 or安値更新の可能性は如何に!? 
 
月初めの恒例となっている月間見通しを指摘する前に、過去の月間星取表、1990年以降昨年まで過去36
年間の 10 月相場の戦績を振り返っておきたい。結果は 22 勝 14 敗で、極端に偏っているとまでは言えな
いものの、それでも 6割強というなかなか高い確率で「ドル高有利」という結果になった。 
また、情報をひとつ追加すると、2021 年からの昨年までの直近 5 年はすべて「ドル高」方向へと動いてい
たことが確認されている。それからすると、今年も「ドル高」方向への動きを期待したいところだが、過去 5
年ほどの「経験則」を参考にするとドル/円は月末終値が 160 円を超えてしまう。その場合には当局の実
弾介入も予想されるなか、果たして如何なる結果を迎えるのか注目だ。 
 
一方、そんな 10 月相場に見られる別の特徴といえば、「まったく動かない」か「非常に激しい動きを示す」
か、ふたつにひとつで両極端な値動きを示すことが少なくない－－というものになる。 
実際、2023 年の 10 月は月間変動 4.42 円で、これは年間最下位の最小変動。また 2020 年も月間変動
2.08円、年間 10位にとどまるなど「小動き」をたどるケースも決して少なくない。 
 
しかし、より注意すべきは逆に「非常に激しい値動き」をたどったケースだろう。 
典型的な事例は、大手ヘッジファンドＬＴＣＭ破たんの余波を受け、変動相場制以降で一日当たり最大級
の下げ幅（一日で約 12 円下落）を記録するなど、月間で 25 円以上も動いた 1998 年。さすがにこれは行
き過ぎ、やり過ぎで稀なケースと思いきや 10 年後の 2008 年 10 月も月間変動幅 15.67 円を記録、そして
2024年 10月の同 10.92円の変動だった。また、昨年の同 7.86円も 4月、7月に続く年間 3位の変動にな
る。 
 
改めて指摘するまでもなく、先で取り上げたように、今年は先日終わった 9月相場の変動が今年最大の月
間変動幅。そして、惜しいところで更新できなかった「今年のドル最高値（or 最安値）」を、足もと 10 月に塗
り替えることが期待されている。 
先月初、「9 月相場の月間見通し」でレポートしたように、金融市場には「ハリケーン・シーズンの相場は荒
れ易い」－－というジンクスがあり、先の 9月はまさにそれが的中した格好とも言えよう。実際、9月は関東
において記録的な多雨、日照不足に見舞われたことも御承知のとおりだろう。そうした状況を鑑みると、手
放しで喜んでいる場合ではないのだが、一部の予想によると 10 月の「台風」も予断を許さないらしい。結
果、為替市場も波乱含みと考え、警戒を怠らないようにしておきたいところだ。 
 
最後に過去に起こった事象などをカレンダーから振り返っておくと、足もとの 10 月は金融機関などの破た
んなどが多発している。幾つかピックアップすると、「独ハンブルグや米ＮＹで金融恐慌（1907 年）」、「山一
證券の“とばし”発覚（93 年）」、「京都共栄銀が解散発表（97 年）」、「長銀国有化（98 年）」、「千代田生命
が更正特例法申請（00年）」、「大和生命破たん（08年）」－－などとなる。 
もちろん、こうしたことは毎年確実に起きるといったことではないものの、先日、大手外資のプルデンシャ
ル生命において巨額な搾取案件が明らかになるなど、キナ臭い動きもないではない。材料的には、とくに
注意すべき事案という気がしている。 
 
なお、昨年 10月の主な出来事をまとめて指摘しておくと、まず目に付くのは日本の政治要因だ。 



 

「高市早苗氏が自民党総裁に選出（4 日）」され、そののち「日本初の女性首相、高市早苗首相が誕生（21
日）」。また、それと関連し「公明党が連立政権離脱を表明（10 日）」したほか、「第 2 次政権下でトランプ米
大統領が初来日（27 日）」、現在に至る日中関係悪化の前、最後となる「高市首相と習国家主席による日
中首脳の会談が実施（31日）」されたのも 10月の出来事だった。今年の 10月も政治要因に要注意か。 
 
また、それらとは別に「ノーベル生理学・医学賞に、大阪大学特任教授の坂口志文氏らを選出（6日）」、「ノ
ーベル化学賞に、京都大学特任教授の北川進氏ら 3 名を選出（8 日）」－－という嬉しいニュースが聞か
れたことは、まだ記憶に新しいかもしれない。（了） 
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